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２００９春闘勝利青婦家中央総行動が、二一年三月十九日東京新橋の全国生衛会館にて開催されました。

　内容は、中野麻美弁護士による講演、本部より濱中書記長が情勢報告をし、全体交流でした。
午後は、新橋支部二〇〇九春闘統一行動の仲間と新橋交通ビル前より東京駅までデモ行進をしました。
❤　加藤青婦家行動委員長

あいさつ

　アメリカで起こったリーマンショックを発端とした経済危機が、日本まで波及し、未曾有の経済危機となっています。経済界はベアゼロ、定昇も“無し”という実質的な賃金の切り下げを断行しようとしています。
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このあと中野弁護士に現在の社会問題にもなっている派遣切りと、いろいろな労働形態で働いている労働者の実態とわれわれ労働組合に求められることについて講演をいただき、「仕事とは？働くとは？生きていくとは？など考える今日一日の行動が実りのあるものになることを願っています。」と激励の言葉もいただきました。
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❤　濱中書記長挨拶
不採用事件が二三年目に入った。一人も路頭に迷わせないと国会で約束したことを守らせなくてはならない。当時の総理中曽根は、国労は総評の中心だった。国労を潰すことによって総評を潰すことが目的だったと語っている。これまでに五二名の闘争団関係者がなくなっている。これ以上長引かせることはできない。
三月二五日鉄建公団訴訟の高裁判決が出る。年内にはそのほかの裁判の判決が出揃う。二･十六集会は人道上の問題ととらえ解決しようと自民党を除いて、各党派を超えて集まってくれた。今後は①自民党にいかに手を届かせるかが課題だ。②今後どのような判決が出ようとも、政治的な解決を求めていく。③マスコミをいかにつかんでいくかが重要だ。
きたる四･一集会には二･一六集会よりも前進した集会にしていかなければならない。
釧路Ａ　昨日議員会館前の座り込みに参加してきた。座り込みも年金受給者を中心に参加する体制ができてきた。そのため百人もの闘争団員が上京してくる状況ができた。しかし、支援する中には言いたいことを言う人も居る。何とかひとつにまとまってやろうというときに、あの時は誰が悪かったとか言うのはどうか？

濱中　今は人道と人権の立場で一人も路頭に迷わせないと言ったことに対して政治解決の道筋を探っているときだ。四者四団体の思いを支えていくことが大切だ。

❤　岩元青年部長挨拶
社会情勢が賃上げゼロ、ベアゼロという中、勤続十七年で基本給が二十三万円。このままでは子供たちをそだて、家庭を守り、人間らしい生活ができない。
契約社員の仲間は、自分の雇用を守るために会社の言うことを聞かなければならない状況だ。正社員にとっては五年でやめてしまう契約社員より正社員で雇ってもらいたいと思う。契約社員の声を会社にぶっつけていくのは国労しかない。ベア獲得と、生活していく労働力の再生産費としての賃金の獲得のため団結していこう。
❤　東日本婦人部発言
　昨年長野地本で平成採用の女性が国労に加入しました。昨年七月の“明るく！元気に！“で国労に加入してよかったことうれしかったことなどを話してくれました。彼女が入ったことで支部や分会も明るく活気が出てきました。

お客とのトラブル、セクハラなど女性が働き続ける上での問題はたくさんあります。女性労働者の悩みに耳を傾け、明るく楽しく仕事ができる雰囲気を作ることが大切だ。
東京Ａ　国鉄に女の働く場は無いと言われて働いてきた。国労本部の婦人部長がオルグできて、落ち込み悩んでいた私を見て、当時の助役に「この子を生かすも殺すもあなたしだいですよ。」と言ってくれた。そのとき私は目からうろこが取れた気分になった。
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　今、契約社員の子が悩んでいる。私たちがどう変えてあげられるのか、一緒に闘い、解決策を見つけていかなければならない。
正社員と契約社員同士の問題の矛先をどこに向けていくかが大切だ。
　婦人部の高齢化が進み、組織的にも減少の傾向があるのが悩みだ。組織対策は重要な課題だ。
　東京地本では就業規則の学習会を月一回やってきた。派遣などの有期雇用についても学習してきた。こういうことを知らないと損をするようなことがわかった。少しでも自分たちの知識にしていきたい。
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第三回婦人部常任委員会開催

第三回婦人部常任委員会を三月十八日開催しました。議題は①地方の状況、②婦人部発言について③青婦家中央行動について、④婦人部アンケートの集約⑤今年の“明るく！元気に！学習交流会” についてでした。 
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❤　中野弁護士講演　（抜粋）


　今年の年末年始は、社会労務事務所などは、雇用調整助成金など資金繰りのための書類整理のため毎日大変な状況だった。派遣社員の問題もそうだが、契約の途中で解雇が相次いでいる。特に三五歳以上の女性には仕事が無い状況だ。育児休業や出産休暇をとっている人は解雇という流れもある。


私も年末から年始にかけて派遣村で労働相談に取り組んできた。最初は用意した暖かいものが受け入れてもらえるか心配だったが、日比谷に五〇〇人もの人が集まってきた。みんな最後のお金を使い切ってその後は、自分の足で歩いてたどり着いた人たちだ。派遣は二週間毎に賃金が支払われるが、解雇即、寮を追い出され手荷物だけで歩き回ることになる。都心までこれるかどうかさえ心配した。日比谷にやっとたどり着いて、中には中高年の方も多く生活習慣病など抱えている方も多く見られた。厳寒の中に放り出され、職を奪われるということはどういうことなのか！怠け者ではない。みんななんとか就職しようと必死になっている。何とかしなければと思った。


ハローワークをたずねても、肝


心の住所が無いばかりに仕事に


就けない。これは人権問題では


ないか？この仕事でと見つかっ


たとしても、採用通知や面談の


連絡をする住所が無い。住所が


ないと信用もされない。次の仕


事さえも奪われてしまうのだ。


　今取り組まなければ、日本の未


来は無いと思う。セーフティネッ


トが日本は薄い。間接雇用をどう


するのか。派遣労働者に均等待遇


を求める。労働力の買い叩きを許


さない闘いが必要だ。











今後の予定





4月４日　　


第４回常任委員会


5月16日　


第5回常任委員会


7月4-5日　


明るく！元気に！


東日本婦人部学習交流会
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